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（概要） 
ナポレオン体制は中央集権的な⾏政システムを確⽴することでその「独裁」を可能にしたと
考えられてきた。しかし、県次元以下の⾏政システムの実質的な機能に関する研究はなされ
ておらず、ナポレオン時代に構築された統治体制の全貌は明らかになっていない。そこで本
書では、「国境＝辺境」たるピレネー地⽅を舞台に、国家・名望家・⺠衆の三者が織りなす
諸関係に注⽬し、ナポレオン時代に形成された地⽅統治体制の実態とその歴史的意義を明
らかにする。 


